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1984年 NHK特集「コンクリート・クライシス」放映

1988年 建設省・橋梁点検要領

2007年 建設省・橋梁長寿命化修繕計画補助事業

木曽川大橋の斜材破断 → 全国一斉点検へ

2011年 東日本大震災

2012年 笹子トンネル天井板崩落事故

2013年 社会資本メンテナンス元年

日本再興戦略（2013-2016）

総務省「インフラ長寿命化基本計画」→ 関係省庁が「行動計画」策定

2014年 社会資本整備審議会・道路部会「最後の警告」提言

総務省「公共施設等総合管理計画の策定要請」

国土交通省「道路メンテナンス会議」を設置（全都道府県）

道路施設で５年に１度の近接目視が義務化（道路法改正）

SIP（第1期）、ImPACT（革新的研究開発推進プログラム）

2016年 科学技術基本計画（Society 5.0 の実現と推進）

i-Construction の推進

インフラメンテナンス国民会議の創設
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システムの構築インフラ維持管理に関する我が国の動向
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2017年 未来投資戦略（2017-2018）

2018年 SIP（第2期）、PRISM（官民研究開発投資拡大プログラム）

2019年 金融・世界経済に関する首脳会合2019（G20大阪） → 質の高いインフラ

内閣府「ムーンショット型研究開発制度」スタート

2020年 新型コロナ災禍

防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策（12/10）

2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略（12/25）

2021年 第6次科学技術・イノベーション基本計画（3/26）

デジタル庁・設置（9/1）

2022年 ウクライナ危機

社整審・提言 『総力戦で取り組むべき次世代の「地域インフラ群再生戦略マネジメント」

～インフラメンテナンス第２フェーズへ～』

2023年 SIP（第3期）、BRIDGE（研究開発と Society 5.0 との橋渡しプログラム）

2024年 能登半島地震（1/1）

i-construction 2.0 の推進

2025年 埼玉県八潮市交差点道路陥没事故（1/24） ？
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スマートインフラマネジメント
システムの構築i-Construction 2.0 （2024年4月 国土交通省）
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スマートインフラマネジメント
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インフラを取り巻く状況と解決すべき課題

スマートインフラマネジメント
システムの構築インフラをめぐる課題 ～ 深刻化するインフラ老朽化 ～

笹子トンネル天井板落下事故
（2012年12月）

米国・ミネアポリス崩落事故
（2007年）

木曽川大橋破断事故
（2007年）

上下水道施設の老朽化による道路陥没
8



スマートインフラマネジメント
システムの構築インフラをめぐる課題

9

建設後50年以上を経過した
橋梁の割合倍増

深刻化する
インフラ老朽化

建設現場の
担い手不足

人材育成
（リカレント・リスキリング）

現在

63%

39%

10年後（予想）

建設業における就労人口
２５年で３０%減

0

500

1997年 2022年

685万人

４79万人

206万人

↓30%

技術系職員（土木・建築）が
5人以下の市区町村
約5割

11.7%25.7%
60歳以上

２９歳以下

0⼈…

1〜5…

市区町村における技術系職員

国土交通省道路局「道路メンテナンス年報」(2024年8月)

建設業をめぐる現状と課題（https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001610913.pdf）

建設業をめぐる現状と課題（https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001610913.pdf）
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地域間格差の拡大

Society5.0
を目指して

① インフラを支える人口の
地域間格差の拡大

② 都道府県別の1橋を支え
る人口は、最大/最小で
65倍の格差

① 持続可能で魅力ある国
土・都市・地域づくりが進
んだ社会

② DX等の革新的技術を活
用した建設生産プロセス
の全面的な実施が進んだ
社会を目指す

内閣府 Society 5.0 （https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/）

各県道路メンテナンス会議・公表情報
日本国政調査（2017年度）

1橋を支える人口

橋梁数：各県道路メンテナンス会議 公表情報
人口：日本国勢調査 (2017年度）
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※データ3点の出典：建設業の働き方改革に関する協議会_第1回_資料3_国土交通省
（2017年7月28日）

就労人口自体は減少し

全産業と比べて高齢化が深刻

年収は製造業より１割低い

休暇は製造業

より少なく

実時間労働は

多い

就労人口
賃金

休暇

スマートインフラマネジメント
システムの構築最近の新聞ネタから
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【この記事のポイント】

 未完了の建設工事が過去最大級15兆円超

 建設就業者が10年で6％減、高齢化率2割

 生産性向上課題、IT活用は英仏の5分の1

業界全体で工事をさばく能力が低下した状態が続く弊害は大きい。

働き手の確保が難しいのなら、デジタル化などによって生産性を高めるしか道はない。



スマートインフラマネジメント
システムの構築

What is Future ?

スマートインフラマネジメント
システムの構築第6次科学技術・イノベーション基本計画 （2021年3月26日閣議）
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Society 5.0
サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させたシステムにより、
経済発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会

持続可能性と強靭性を備え、国民の安全と安心を確保するとともに、
一人ひとりが多様な幸せ（well-being）を実現できる社会

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/ 15

1616Toward the Realization of Society 
MEXT（https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpaa202101/detail/1421221_00020.html）
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自治体が管理する橋梁の地域格差

スマートインフラマネジメント
システムの構築インフラをめぐる課題 ～1つの橋を支える人口～
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わが国の基礎自治体は、どれだけのインフラを管理して、

どれくらいの人口で支えているか？

自治体が管理する

橋梁を対象に分析

How many people do Japanese 
people support a bridge?
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インフラをめぐる課題 ～1つの橋を支える人口～

【人口】

日本国勢調査（平成27年度実施分）より

【橋梁】

各県道路メンテナンス会議・公表情報より

以下の８自治体については、道路メンテナンス年報
（平成26，27年度）により修正

北海道北斗市，青森県東通村，千葉県大多喜町，東京都
渋谷区，東京都江戸川区，東京都立川市，富山県舟橋村，
広島県江田島市

How many people do Japanese 
people support a bridge?

スマートインフラマネジメント
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インフラをめぐる課題 ～1つの橋を支える人口～

1つの橋を支える人口【1橋人口】

地方自治体の人口

自治体が管理する

橋梁数

（２ｍ以上）
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インフラをめぐる課題 ～1つの橋を支える人口～

１橋あたりの人口橋梁数
人口地 方

県内総数市町村県直轄県内総数市町村県直轄

21928395724,61018,9895,6215,381,733北 海 道

13417557466,87751,23715,6408,982,807東 北

5206462,65982,75166,58316,16842,995,031関 東

10714044649,80437,89411,9105,311,340北 陸

155187882104,48886,18218,30616,149,070中 部

2272871,08599,32278,55620,76622,541,298近 畿

8310244087,05270,59416,4587,235,359中 国

8811242643,51034,4739,0373,845,534四 国

1451832,85899,31878,81620,50214,449,895九 州

192241946660,862526,454134,408127,094,745全 国

【橋梁数】 各県道路メンテナンス会議・公表情報より

【人口】 日本国勢調査（2017年度）より

◆９地方のうち，６地方は全国平均以下

◆関東地方（最大）と中国地方（最小）では6.27倍の較差

スマートインフラマネジメント
システムの構築

１橋あたり人口橋梁数（県内）人口自治体１橋あたり人口橋梁数（県内）人口自治体

13421,2842,843,990広島県255113,706694,352島根県1

13514,6051,973,115群馬県265712,718728,276高知県2

1357,246976,263香川県276131,4411,921,525岡山県3

1368,2581,123,891山形県286411,810755,733徳島県4

1368,4781,154,008石川県297111,733832,832佐賀県5

1379,9391,364,316奈良県30817,049573,441鳥取県6

1439,6081,377,187長崎県318224,7502,031,903岐阜県7

15912,4331,974,255栃木県32859,299786,740福井県8

1659,9591,648,177鹿児島県338611,196963,579和歌山県9

18627,4475,101,556福岡県349011,4291,023,119秋田県10

192全国平均9319,2951,786,170熊本県11

1996,5611,308,265青森県359511,2631,066,328富山県12

20227,3495,534,800兵庫県369918,3151,815,865三重県13

20311,4702,333,899宮城県3710021,0922,098,804長野県14

20814,0242,916,976茨城県3810112,6831,279,594岩手県15

21924,6105,381,733北海道3910413,5721,404,729山口県16

22011,8692,610,353京都府401107,581834,930山梨県17

33122,6337,483,128愛知県4111120,7642,304,264新潟県18

38418,9387,266,534埼玉県4211410,2411,166,338大分県19

59110,5326,222,666千葉県4311616,4761,914,039福島県20

6742,1281,433,566沖縄県4411811,7361,385,262愛媛県21

9069,7618,839,469大阪府451248,9071,104,069宮崎県22

1,1248,1239,126,214神奈川県4613028,4323,700,305静岡県23

3,3004,09613,515,271東京都4713010,8931,412,916滋賀県24
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インフラをめぐる課題 ～1つの橋を支える人口～

【橋梁数】 各県道路メンテナンス会議・公表情報より
【人口】 日本国勢調査（2017年度）より
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１橋あたりの人口橋梁数
人口自 治 体

県内総数市町村県直轄県内総数市町村県直轄

---1,417------1,378---1,952,356札 幌 市

---1,339------808---1,082,159仙 台 市

---199------4,072---810,157新 潟 市

---1,409------897---1,263,979さいたま市

---2,068------470---971,882千 葉 市

---2,387------618---1,475,213川 崎 市

---2,159------1,725---3,724,844横 浜 市

---1,262------571---720,780相 模 原 市

---277------2,547---704,989静 岡 市

---135------5,890---797,980浜 松 市

192241946660,862526,454134,408127,094,745全 国 計
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インフラをめぐる課題 ～1つの橋を支える人口～

【橋梁数】 各県道路メンテナンス会議・公表情報より

【人口】 日本国勢調査（2017年度）より
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１橋あたりの人口橋梁数
人口自 治 体

県内総数市町村県直轄県内総数市町村県直轄

---2,466------931---2,295,638名 古 屋 市

---516------2,860---1,475,183京 都 市

---3,522------764---2,691,185大 阪 市

---1,220------688---839,310堺 市

---649------2,368---1,537,272神 戸 市

---75------9,641---719,474岡 山 市

---423------2,820---1,194,034広 島 市

---485------1,980---961,286北 九 州 市

---788------1,952---1,538,681福 岡 市

---255------2,909---740,822熊 本 市

192241946660,862526,454134,408127,094,745全 国 計

32

インフラをめぐる課題 ～1つの橋を支える人口～

【橋梁数】 各県道路メンテナンス会議・公表情報より

【人口】 日本国勢調査（2017年度）より

◆政令指定都市といえども厳しい状況にある市がある

◆大阪市（最大）と岡山市（最小）では約47倍の較差
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東 北 地 方全 国１つの橋を支える人口

約８９８万人約１億２７００万人人口
（2017国勢調査）

約６万７０００橋約６６万橋管理橋梁数
（都道府県・市町村管理）

１３４ 人／橋１９２ 人／橋１橋を支える人口

５１ 人／橋
（島根県）

３,３００ 人／橋
（東京都）

最大 ／ 最小

【橋梁数】 各県道路メンテナンス会議・公表情報より

【人口】 日本国勢調査（2017年度）より

65倍の格差
33

インフラ維持管理に関する地域格差

【日本全国（1780市区町村）】

最大： 約 100,000 人/橋

（東京都23区）

最小： 5 人/橋

（関西の村）

 約 20,000倍 の格差

スマートインフラマネジメント
システムの構築
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インフラをめぐる課題 ～1つの橋を支える人口～

1. 地方自治体の管理橋梁で整理すると，我が国は１つの橋を１９２人で支えて
いるのが実態である。

2. 地方，政令指定都市，県および市町村で整理すると，かなりの地域格差が
生じていることが判明した。

3. 本分析では、幼児や高齢者を含んだ国勢調査の人口を用いているが、就労
人口や納税額で精査すると、更に格差は拡大することが推察される。

4. 本分析では、橋梁のみを対象としたが、トンネル、公共建築などを含めた総
合的な公共施設での実状は、さらに厳しい状況が推察される。

【懸念事項】

 海外との比較も含めて、現実的な１橋人口の管理限界は，どの程度か？

 こういった実状を，地方自治体は認識しているのか？

 無駄なインフラが多すぎるという意味ではなく、これまで整備されたインフラの管理
を地方自治体が等しく維持管理を担うとすると、これだけの負担の格差が生じており、
この実態を踏まえた政策が極めて重要であるという意味



スマートインフラマネジメント
システムの構築

自分ごととして考えるために

こういうのはどうか・・・？・・・的な

スマートインフラマネジメント
システムの構築生成AIに聞いてみました・・・
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公共インフラの老朽化を自分ごととして理解を深めるためにはどうすればよいですか？

＜回答＞

公共インフラの老朽化を「自分ごと」として理解するには、単に情報を得るだけでなく、日常生活との関係を意識し、

自分自身がどう関わるべきかを考えることが大切です。具体的にできることとして、以下の方法が考えられます。

1. 現状を知る

 地域のインフラ状況や老朽化に関するニュースや自治体の発表をチェックする。

 実際に老朽化している道路、橋、公共施設などを見て、問題の深刻さを体感する。

2. 自分とのつながりを考える

 自分がよく使う施設や道路の耐久年数や改修計画を調べる。

 「もしこの道路が使えなくなったら？」「この橋が崩れたら？」と日常生活への影響を想像する。

3. アクションを起こす

 地域の自治体に問い合わせたり、意見を送る。

 インフラ改善に関する市民説明会やワークショップに参加する。

 SNSなどで情報を発信し、周囲の関心を高める。

4. 長期的な視点を持つ

 予算や政策の背景を理解し、単なる問題ではなく「どう維持・改善すべきか」を考える。

 技術革新による新しいインフラ整備の動向を学び、将来的な解決策を探る。

 こうした視点を持つことで、「公共インフラの老朽化」を単なる社会問題ではなく、自分の生活に直結する課題と

して捉えられるようになりますね。あなたの住む地域では、どのようなインフラ問題がありますか？
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システムの構築新聞ネタから ～すでに衰退は始まっている？～
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日本経済新聞・電子版（2018年1月17日）

※日本経済新聞社の許諾を受けて掲載しています。

スマートインフラマネジメント
システムの構築
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ヒト、モノ、カネの観点から



スマートインフラマネジメント
システムの構築新聞ネタから ～すでに衰退は始まっている？～

41※日本経済新聞社の許諾を受けて掲載しています。

管理者不明橋

（勝手橋）

台帳にないので

自治体には

メンテナンスの義務はない

日本経済新聞・電子版

（2022年３月１２日）

スマートインフラマネジメント
システムの構築新聞ネタから ～すでに衰退は始まっている？～

42※日本経済新聞社の許諾を受けて掲載しています。

日本経済新聞・電子版

（2022年６月３０日）



スマートインフラマネジメント
システムの構築インフラをめぐる課題 ～ インフラ事故からの教訓 ～

笹子トンネル天井板落下事故
（2012年12月）

43

インフラは、本体だけでなく

付属物も含めてインフラであること

スマートインフラマネジメント
システムの構築

インフラは、地表の道路だけでなく

地下構造物も含めて

私たちの暮らしには不可欠であること

埼玉県・八潮市 道路陥没事故
（2025年1月）

インフラをめぐる課題 ～ インフラ事故からの教訓 ～

44



45

Ｘ年後の新聞の見出し （想像）

●月◆日： 橋梁が暴風雪のため落橋
～ 2年前から通行止め 被害者なし ～

※月▲日： 老朽化した公営住宅が入居制限
～ 財政負担で修繕費捻出できず ～

■月◎日： 東日本大震災の後遺症 今になって
～ 津波の塩分が学校の劣化を加速か ～

〇月▼日： ●●市 現状の公共施設維持を２割断念
～ 採算合わずＰＦＩも限界か ～

★月×日： 救急患者が死亡 今年に入ってすでに●件目
～ 補修作業のための道路渋滞が原因 ～

4646

インフラの老朽化と維持管理

（自分ごととして）

自分の出身地の実態を調べてみませんか？

インフラの維持管理だけでなく、教育、医療、社会保障

など、いろいろな政策に財源を確保する必要がありま

すが、あなたが首長（知事、市町村長）だったら、この

ような厳しい実態をどのように解決しますか？
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